
　

市
内
の
各
地
の
小
学
校
で
、
田
植
え

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
有
家
町
、
慈
恩
寺
小
学
校
で
は
、

６
月
30
日
㈪
に
学
校
裏
の
水
田
で
全
校

児
童
40
人
が
、
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
列
に
並
び
稲
を
植
え
て
い
く
子
ど

も
達
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。
梅
雨

明
け
を
思
わ
せ
る
さ
わ
や
か
な
太
陽
の

光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
は
毎
日
食
べ
る
ご
飯
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

口
之
津
町
の
太
鼓
演
奏
団
体
「
子

供
瀬
詰
太
鼓
」
が
、
平
成
20
年
度
一

般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
新
し

い
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
た
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助

成
事
業
で
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
で
す
。

　

今
回
、
新
し

い
太
鼓
を
購
入

し
た
こ
と
に
よ

り
、
一
層
地
域

に
根
ざ
し
た
活

動
の
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
８
日
〜
７
月
10
日
の
毎
週

木
曜
日
に
加
津
佐
町
加
津
佐
公
民

館
で
着
物
リ
メ
イ
ク
教
室
（
全
10

回
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
着

物
を
バ
ッ
グ
に
替
え
て
愛
用
す
る

と
言
う
、ま
さ
に
日
本
文
化
を「
リ

メ
イ
ク
」
す
る
新
し
い
試
み
で
15

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
古
い
着
物

が
み
る
み
る
美
し
い
バ
ッ
グ
に
変

わ
る
様
子
に
教
室
は
大
盛
り
上
が

り
。
当
初
の
予
定
で
は
、
お
祝
い

用
と
仏
事
用
の
２
種
類
の
バ
ッ
グ

を
作
る
予
定
で
し
た
が
、
多
い
人

は
５
個
以
上
の
作
品
を
作
る
な

ど
、参
加
者
の
熱
意
が
伺
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し

て
活
動
す
る
な
ど
覚
え
た
技
術

を
、
地
域
で
生
か
し
て
い
か
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
南
島
原
市
の
構
成
３
資
産

の
周
知
を
図
る
た
め
の
P
R
グ
ッ
ズ
を

６
月
25
日
㈬
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
「
南
島
原
市
か
ら
世
界
遺

産
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
南
島
原
市
の

構
成
３
資
産
を
含
む
長
崎
の
教
会
群
と

キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
の
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
て
、
今
回
の
P
R
グ
ッ
ズ

製
作
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

P
R
グ
ッ
ズ
は
、
法
被
50
着
、
の
ぼ

り
４
０
０
枚
、
ス
テ
ッ
カ
ー
１
０
０
０

枚
、
名
刺
台
紙
１
万
枚
で
、
現
在
、
市

内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
懸
垂
幕
や
ポ
ス
タ
ー
、
絵
葉

書
な
ど
の
作
成
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
８
日
㈫
、北
村
西
望
の
作
品「
天

女
の
像
」
を
長
崎
市
在
住
の
中
島
健
二

さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。市
の「
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
」
を
知
っ
た
中
島
さ

ん
は
、「
市
民
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
見
て

い
た
だ
き
、
西
望
先
生
ゆ
か
り
の
地
で

あ
る
南
島
原
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
欲

し
い
」
と
寄
附
を
決
意
。

　
「
天
女
の
像
」
は
円
盤
型
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
で
朝
日
に
照
ら
さ
れ
た
日
本
列
島

の
上
空
を
天
女
が
舞
う
姿
が
描
か
れ
て

お
り
、
昭
和
53
年
に
３
点
が
制
作
さ
れ
、

残
り
２
点
は
成
田
空
港
と
東
京
都
井
の

頭
自
然
文
化
園
の
彫
刻
園
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　

中
島
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

６
月
22
日
㈰
、
南
島
原
市
が
世
界
に
誇

る
、
世
界
文
化
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
構
成
３
資
産
『
原
城
跡
』、

『
日
野
江
城
跡
』、『
吉
利
支
丹
墓
碑
』
を

地
元
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
巡
る
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も

関
わ
ら
ず
40
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
「
自
分
の
身
近

な
ふ
る
さ
と
に
、
こ
ん
な
に
貴
重
な
宝
物

が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
で
き
、
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
ふ
る
さ
と
を
再

発
見
で
き
ま
し
た
。」
と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

　

６
月
20
日
㈮
に
行
わ
れ
た
島
原
地
区

青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会
通
常
総
会
で
、

連
絡
協
議
会
管
会
長
か
ら
南
島
原
市
、

島
原
市
、
雲
仙
市
に
車
イ
ス
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ふ
れ
あ
い
農
業
祭
り
の
地

域
農
産
物
等
即
売
収
益
金
で
購
入
さ
れ

た
も
の
で
、
今
後
は
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

６
月
24
日
㈫
、
西
有
家
町　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
カ
ム
ス
で

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
当
初
、
市
で
想
定

し
て
い
た
募
集
人
員
25
名
を
は
る
か
に
超
え
る
38
名
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
受
講
生
は
、「
聴
覚
に
障
害
を
持
つ
人
が
、
家

庭
や
地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
参
加
さ
れ
た
人
も

多
く
、
聴
覚
障
害
者
の
講
師
か
ら
学
ぶ
「
生
き
た
手
話
」
に
真

剣
な
眼
差
し
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
聴
覚
に
障
害

を
持
つ
人
の
耳
と
な
る
べ
く
日
常
会
話
程
度
の
手
話
を
学
び
、

数
年
後
に
手
話
奉
仕
員
の
登
録
を
目
指
し
ま
す
。　

　

今
後
も
南
島
原
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
８
・
９
ペ
ー
ジ
へ
！
）

　

７
月
２
日
㈬
、
県
立
口
加
高
等
学
校
の

生
徒
は
、
加
津
佐
の
前
浜
海
水
浴
場
な
ど

４
箇
所
の
砂
浜
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
加
津
佐
町
野
田
浜
海
水
浴
場
で
は
、

１
年
生
１
８
０
人
と
障
害
者
入
所
更
生
施

設
「
八
雲
寮
」
の
入
寮
者
な
ど
が
協
力
し

て
作
業
を
実
施
。
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

作
業
を
し
て
い
た
３
年
生
の
一
人
は

「
今
年
で
最
後
。
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
」
と

流
れ
着
い
た
竹
や
ご
み
な
ど
を
一
生
懸
命

運
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
㈪
、
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

で
南
島
原
市
有
機
農
業
推
進
協
議
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
有
機
農
業
経
営
を
行
う
生
産
者

同
士
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
、
国
の
有
機
農
業
総
合
支
援
対
策
事
業
に

よ
る
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の

で
、
県
内
で
は
初
め
て
。
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　田んぼの中に時折見かける小さな
エビ。これは「豊年エビ」と呼ばれ、

この名前の由来は、「多く見かける年は豊作になる
から」とされています。あちこちで「見つけたよ」
と言う大きな声。子どもたちの明るい声が、豊作を
運んでくれそうな、そんな昼下がりでした。

豊年エビ　

Minami Shimabara City My Town Topics
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望
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天
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世
界
遺
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早
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〜

も
っ
と
南
島
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催
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会

広報 2008.8 20広報 2008.821


